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役割 をするものについては擬スピン系の問題 として取 り扱える｡構造相転移に伴な
い分極が生ずるものは本質的に格子力学の問題であるが,これに固体電子論 を結含
させれば電子構造の知れた物質について構造相転移の微視的理論を建設することが















































光法 (フーリエ分光,アダマール分光 )の原理 と特徴｡また,電場変調分光については,





間接遷移,及び vanHoveの特異点についての復習｡ [』最近の topicsとして,ATR
法を用いた surracepolariton (この場合,polaritonは, photonと固体内素励起との結
合 したものを意味する｡)の分散関係と,その観測及び計算｡
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